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日本共産党岡山市議会議員

菅原おさむ 通 信

　菅原おさむ議員は、９月議会でも生活交

通を取り上げました。

　市は、生活交通を導入するためには、地

元が検討・運営組織を立ち上げることが必

要としています。しかし地元組織をつくら

なければ実現できないということでは、自

力でできない地域は置き去りにされます。

　菅原議員は、地域で暮らし続けるために

必要な交通手段の確保は、市が責任を持つ

べきと訴えました。

　また、効率や利便性の観点から、タクシー

チケットの配布というやり方も検討すべき

と提案しました。
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メール osamu_mys4@yahoo.co.jp
お気
軽に ご相談をお寄せ下さい。
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